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（
サ
ル
ビ
ー
）あ
の
場
所（
３
ペ

ー
ジ
）は
ど
こ
な
の
？

（
市
長
）

Ｊ
Ｒ
安
城
駅
か
ら
南

西
へ
約

ｍ
行
っ
た
、
交
流
広
場

３００

と
呼
ば
れ
て
い
る
場
所
で
す
。
１０

年
く
ら
い
前
ま
で
は
、
更
生
病
院

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
跡
地
を
ど
う
活
用
す
る
か
、

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
話
し
合
い

が
あ
り
、
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

（
き
ー
ぼ
ー
）…

き
ー
ぼ
ー
が
、「
安
城
七
夕
ま
つ

り
で
使
っ
て
る
よ
」っ
て
言
っ
て

る
よ

学

交
流
広
場
で
も
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
、
毎
年
大
勢
の

皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
ね
。

サ

長
い
間
空
き
地
だ
っ
た
け
ど
、

何
か
が
で
き
る
っ
て
聞
い
た
よ
。

一
体
何
が
で
き
る
の
？

学

地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す

た
め
、
図
１
の
よ
う
な
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
集
ま
る
施
設
を
つ
く
る

予
定
で
す
。

ど
ん
な
施
設
に
な
る
の
？

学

新
し
い
図
書
館
や
交
流
・
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
、
市
役
所
の
一
部
窓

口
サ
ー
ビ
ス
を
備
え
た
部
分
と
、

民
間
事
業
者
が
提
案
す
る
部
分
と

が
一
緒
に
な
っ
た
施
設
に
な
り
ま

す
。
民
間
部
分
は
、
商
業
や
生
涯

学
習
、
健
康
施
設
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

ど
う
し
て
新
し
い
図
書
館
を
つ

く
る
の
？

学

理
由
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

今
の
図
書
館
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

きーぼー 神谷学市神谷学市長長 サルビー
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■問諮南明治整備課（緯〈７１〉２２４５）、中央図書館（緯〈７６〉６１１１）

図２ 市内の公共施設の入場者数ランキング 図１ 交流広場にできる施設のイメージ

昔
に
比
べ
て
利
用
す
る
人
も
本
も

増
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

万
３５

冊
を
想
定
し
て
い
た
本
が

万
冊

４５

に
も
達
し
、
約

年
前
に
建
て
ら

３０

れ
た
今
の
図
書
館
で
は
、
手
狭
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

も
う
一
つ
は
、「
人
が
集
ま
る
施

設
」
だ
か
ら
で
す
。
更
生
病
院
が

あ
っ
た
時
代
、
ま
ち
な
か
に
は
に

ぎ
わ
い
と
活
力
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め

に
は
、「
人
が
集
ま
る
施
設
」
を
つ

く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
図
書
館

は
、
市
の
公
共
施
設
の
中
で
も
、

万
人
を
超
す
多
く
の
人
が
集
ま

４０る
施
設
で
す
（
図
２
）。

図図書館開館当図書館開館当時時（右）（右）と現在の様と現在の様子（左）。本が増えた子（左）。本が増えた結結
果果、、本棚がスペースにはみ出本棚がスペースにはみ出すす状態に状態に。。

新
し
い
図
書
館
は
、
ど
ん
な
も

の
に
な
る
の
？

今
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
っ

た
、
知
の
拠
点
と
し
て
の
『（
仮
称
）

図
書
情
報
館
』と
な
り
ま
す
。

ま
ず
、
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
、
こ
れ
ま
で
の
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
に
加
え
て
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー

ナ
ー
を
充
実
さ
せ
、
調
べ
物
や
専

門
的
な
資
料
収
集
な
ど
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
健
康
支
援
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
や
未
就
園
児
の
親
子
が
気

軽
に
集
え
る
場
所
を
設
置
す
る
な

ど
、
健
康
支
援
・
子
育
て
支
援
に

も
力
を
入
れ
ま
す
。

安
城
ゆ
か
り
の
童
話
作
家
「
新

美
南
吉
」や
ま
ち
の
魅
力
を
お
知

ら
せ
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
つ
く
っ
て
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
も
活
か

し
た
い
で
す
ね
。

交
流
・
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
は
、

ど
ん
な
も
の
に
な
る
の
？

講
演
会
や
発
表
会
、
会
議
、
パ

ー
テ
ィ
ー
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が

で
き
る
ホ
ー
ル
、
音
楽
や
ダ
ン
ス

の
練
習
な
ど
が
で
き
る
部
屋
、
さ

ま
ざ
ま
な
使
い
方
が
で
き
る
ロ
ビ

ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
や
商
店
街
、
市
民

活
動
、
企
業
活
動
な
ど
た
く
さ
ん

の
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
場
所
に

も
な
り
ま
す
。
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…き
ー
ぼ
ー
が
、「
建
物
が
で
き
て

交
流
広
場
が
な
く
な
る
と
、
七
夕

の
イ
ベ
ン
ト
も
で
き
な
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
？
そ
ん
な
の
嫌
だ
よ
」

っ
て
言
っ
て
る
よ

広
場
や
公
園
も
整
備
し
て
、
雨

で
も
使
え
る
イ
ベ
ン
ト
空
間
も
つ

く
り
ま
す
。
交
流
・
多
目
的
ス
ペ

ー
ス
と
一
緒
に
利
用
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

お
い
し
い
食
べ
物
屋
も
あ
る
と

い
い
け
ど
…

民
間
事
業
者
の
提
案
に
よ
り
、

カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
期

待
で
き
ま
す
。
ど
ん
な
お
店
が
入

っ
て
く
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
お

楽
し
み
で
す
。

人
が
集
ま
る
の
は
い
い
け
れ
ど
、

来
る
の
が
大
変
じ
ゃ
な
い
？

駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。
公
共

施
設
用
に
約

台
、
こ
れ
に
民
間

２００

施
設
用
に
必
要
な
分
を
加
え
て
つ

く
り
ま
す
。「
あ
ん
く
る
バ
ス
」の

バ
ス
停
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら
、
自
転
車
や
徒

歩
で
来
た
く
な
る
よ
う
な
周
辺
整

備
を
考
え
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
利
用
し
や
す
い
施
設

に
な
る
の
か
な
？

学

も
ち
ろ
ん
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

世
代
の
皆
さ
ん
が
、
快
適
に
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

環
境
首
都
・
安
城
ら
し
く
、
太
陽

光
発
電
や
雨
水
利
用
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
工
夫
、
施
設
全
体
の
緑
化

な
ど
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
施

設
に
し
ま
す
。

具
体
的
な
計
画
は
ど
う
な
る

の
？
施
設
は
い
つ
で
き
る
の
？

９
月
に
、
施
設
に
つ
い
て
の
計

画
案
を
発
表
し
ま
す
。
今
後
、
こ

の
案
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ

く
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
ふ
ま

え
て
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

民
間
の
施
設
の
決
定
、
設
計
・
建

設
な
ど
の
準
備
に
あ
る
程
度
の
期

間
が
必
要
で
す
の
で
、
現
在
、
平

成

年
に
利
用
で
き
る
よ
う
準
備

２９
し
て
い
ま
す
。

経
済
的
に
厳
し
い
と
聞
い
て
い

る
け
ど
、
お
金
の
心
配
は
な
い

の
？安

城
市
は
、「
元

気
な
あ
い
ち
」
と

い
わ
れ
た
時
代
に

財
務
体
質
の
強
化

を
図
り
、
現
在
日

本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
健
全
財
政
で

す
。
新
し
い
施
設

を
つ
く
る
の
に
必

要
な
お
金
は
、
貯

金
（
基
金
）
を
活
用

し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
厳
し
い

時
代
だ
け
に
、
元
気
の
源
と
な
る

よ
う
な
、
価
値
の
高
い
財
産
を
残

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
一

言
お
願
い
し
ま
す

商
工
会
議
所
や
各
店
舗
の
皆
さ

ん
、
学
校
や
グ
ル
ー
プ
、
市
民
の

皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
、
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
ま
ち
お
こ
し
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
建
物
を
つ
く
れ
ば
終
わ
り
、

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
人
と
ま

ち
を
育
て
る
、
わ
く
わ
く
す
る
安

城
の
未
来
と
な
る
よ
う
な
、
次
の

世
代
へ
の
架
け
橋
と
な
る
取
り
組

み
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

安安城七夕まつりは交流広場も活用した安城七夕まつりは交流広場も活用した大大
きなイベントの一つきなイベントの一つ。。
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■問諮南明治整備課（緯〈７１〉２２４５）、中央図書館（緯〈７６〉６１１１）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る

意
見
募
集

■
計
画（
案
）の
閲
覧

●
と
き

９
月

日
昇
～

月

日

１８

１０

１７

昌
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
閉
庁
・
休
館
日
を
除
く
）

●
と
こ
ろ

南
明
治
整
備
課
、
中
央

図
書
館
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
文

化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
。

■
意
見
を
提
出
す
る
に
は

期
間
中
に
、
住
所
・
氏
名
（
法
人

の
場
合
は
、
名
称
・
代
表
者
氏
名
）

を
記
入
し
、
左
上
表
の
い
ず
れ
か
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
意
見
提
出
は
不
可
。
個

別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

中
心
市
街
地
拠
点
整
備
事
業
説

明
会事

業
計
画
案
に
つ
い
て
、
各
地
区

で
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き
／
と
こ
ろ

９
月

日
昌
糸

１９

文
化
セ
ン
タ
ー

９
月

日
掌
糸
北

３０

部
公
民
館

月
２
日
昇
糸
桜
井
公

１０

民
館

月
４
日
昭
糸
西
部
公
民
館

１０

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
か
ら
。

●
問
い
合
わ
せ

南
明
治
整
備
課

（
緯〈

〉２
２
４
５
）

７１

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！（
仮
称
）

図
書
情
報
館
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
参
加
者
募
集

（
仮
称
）
図
書
情
報
館
の
運
営
や
各

種
サ
ー
ビ
ス
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
。

●
と
き

月

日
掌
、

月
２
日

１０

２８

１２

掌
、
来
年
１
月

日
掌
い
ず
れ
も
午

２７

後
１
時

分
～
４
時

分（
全
３
回
）

３０

３０

※
次
年
度
以
降
も
継
続
す
る
予
定
で

す
。

●
と
こ
ろ

中
央
図
書
館

●
定
員

人
程
度（
定
員
を
超
え

４０

た
場
合
は
抽
選
）

●
申
し
込
み

月

日
晶
ま
で
に
、

１０

１２

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

直
接
中
央
図
書
館
へ

※
申
込
用
紙
は
、
中
央
図
書
館
・
文

化
セ
ン
タ
ー
・
各
地
区
公
民
館
・

中
央
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配

布
。

※
参
加
者
に
決
ま
っ
た
人
へ
は
、
１０

月

日
松
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

２０

●
問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館（
緯

〈

〉６
１
１
１
）

７６

中央図書館南明治整備課持参

〒４４６－００４３城南町
２－１０－３

〒４４６－８５０１安城市
役所南明治整備課郵送

〈７７〉６０６６〈７６〉００６６ファクス

tosho@city.anjo.
aichi.jp

shigaichi@city.anjo
.aichi.jpＥメール

市公式ウェブサイト内パブリックコメント
（http://www.city.anjo.aichi.jp/toiawase/
iken/index.html）へ

ウェブサ
イトから
送信

立
命
館
大
学
教
授
常
世
田
良

と
こ

よ

だ

氏
の
基
調
講
演
「
ま
ち
づ
く
り

と
情
報
拠
点
～
図
書
館
の
可
能

性
」の
ほ
か
、
名
古
屋
工
業
大

学
特
任
助
教
三
矢
氏
、
ま
ち
づ

く
り
会
社
「
安
城
ス
タ
イ
ル
」小

島
氏
、
市
長
を
加
え
、「
中
心
市

街
地
拠
点
施
設
と
ま
ち
の
つ
な

が
り
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
市
長
が
、

交
流
広
場
に
建
設
を
予
定
し
て

い
る
新
施
設
の
構
想
概
要
を
報

告
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
初

の
本
格
的
な
官
民
協
働
に
よ
る

開
発
に
よ
り
、
市
街
地
活
性
化

策
を
兼
ね
た
拠
点
施
設
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。


